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<腫瘍の重量>

CBDは、健康度を高めながら、濃度依存的に腫瘍の成長を抑制する

<腫瘍の大きさ>

強く抑制

強く抑制

体重を増やす
方向に作用

（原図の出典：Journal of Cancer Research 
and Clinical Oncology 149(6), August 2022）

麻（ヘンプ、繊維型、産業用大麻）は、
古来より繊維を得るための重要
な資源であった。
CBD（カンナビジオール）は、その茎
に多く含まれている成分である。
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の効果

（原図の出典： vrglovevs.life）

CBDは全身において様々な効能を示す。

CBDは、細胞に備
わっている CB1
（Cannabinoid 
receptor type 1）や
CB2 （Cannabinoid 
receptor type 2）、
その他の受容体に
作用して効果を発
揮する。

副作用は無く、
健康を増進さ
せる方向に働く。

麻は、神が人類に与えてくれた大
切な恵みである。それに含まれて
いるCBDを含めた各種のカンナビノ
イドも同様である。必要に応じ、そ
の恩恵を受けることが望ましい。
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（原図の出典： Cancers 2020, 12, 3203; 
doi:10.3390/cancers12113203）


